
 

 

宮城県における国際水準ＧＡＰの推進方針 

 

令和６年１２月１日 

農政部みやぎ米推進課 

 

１ 背景及び目的 

 本県では、生産者が安全安心な農産物を提供し、生産側と消費側の信頼関係を構築す

るための取組として生産段階から危害を未然に回避する作業管理を行い、高い安全性を

確保することを目的として、平成３０年３月に農林水産省「農業生産工程管理（ＧＡＰ）

の共通基盤に関するガイドライン（以下、「共通基盤ガイドライン」という。）」に準拠

した「宮城県におけるＧＡＰ導入の手引き」を策定し、ＧＡＰの取組を推進してきた。 

 こうした中、農林水産省は、輸出の拡大等により国際的な農産物の取引が増加してい

ることなども踏まえ、従前の共通基盤ガイドラインに基づく「食品安全」「環境保全」

「労働安全」の３分野のＧＡＰの取組について、国際的に一般的となっている「人権保

護」及び「農業経営管理」の分野を加えた国際水準相当のＧＡＰの取組に引き上げ、全

国に普及することとし、「食料・農業・農村基本計画（令和２年３月閣議決定）」におい

て、「令和１２年までにほぼ全ての産地で国際水準ＧＡＰが実施されるよう、現場での

効果的な指導方法の確立や産地単位での導入を推進」することとした。 

 この実現に向けて、国は令和４年３月に「我が国における国際水準ＧＡＰの推進方策」

を定めるとともに、共通基盤ガイドラインを廃止し、新たに「国際水準ＧＡＰガイドラ

イン」を策定し、都道府県に対しては国際水準ＧＡＰに基づいたＧＡＰ指導を求めてい

る。 

 このため、本方針は、国の「我が国における国際水準ＧＡＰの推進方策」及び「国際

水準ＧＡＰガイドライン」に基づき、県内の国際水準ＧＡＰの取組拡大を図ることで、

本県の農業競争力の強化を図るとともに、持続的な農業生産の確立に寄与することを目

的とする。 

 

２ 本方針の位置づけ等 

（１）本方針は、国の「我が国における国際水準ＧＡＰの推進方策」を踏まえ、県が

策定する国際水準ＧＡＰの推進に関する方針である。 

（２）国が、共通基盤ガイドラインを廃止したことに伴い、このガイドラインに準拠

して策定した「宮城県におけるＧＡＰ導入の手引き」は廃止する。 

 

３ 推進期間 

 本方針における推進期間は、「第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画」の計画期間 

に合わせ、令和６年度から令和１２年度までとし、適宜必要な見直しを行うものとする。 



 

 

４ 基本的な考え方 

（１）これまでの共通基盤ガイドラインに準拠した「宮城県におけるＧＡＰ導入の手

引き」に基づいたＧＡＰの取組から、「宮城県ＧＡＰ実践点検シート」取組事

項に基づいた国際水準のＧＡＰの取組に引き上げ、関係機関・農業団体等と連

携し、農業者等の主体的な取組を推進する。 

（２）第三者認証ＧＡＰを必要とする農業者や生産部会等に対して、第三者認証ＧＡ

Ｐの認証取得を支援する。 

（３）国際水準ＧＡＰの取組拡大を円滑に進めるため、国際水準ＧＡＰの指導や第三

者認証ＧＡＰの認証取得を支援できるＧＡＰ指導員を育成する。 

（４）国際水準ＧＡＰの取組を拡大するため、生産者のみならず、消費者や実需者の

理解促進を図る。 

 

５ 推進目標 

 国際水準ＧＡＰを導入及び認証を取得している件数（件） 

現状 

（Ｒ５） 
Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ 

１５４ ２４１ ２６０ ２７６ ２９２ ３０８ ３２４ ３４０ 

（第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画推進指標） 

 

６ 推進事項 

（１）国際水準ＧＡＰの面的取組の拡大 

イ ＧＡＰの取組に関心を持っている農業者等に対して、国際水準ＧＡＰに関す

る研修会の開催やＧＡＰ指導員による「みやぎ農場ＧＡＰ取組支援制度」を活

用した現地指導、「みやぎＧＡＰ推進アドバイザー」の派遣等を実施し、取組

の推進を図る。 

ロ 第三者認証ＧＡＰ取得の意向がある農業者や生産部会等に対して、外部講師

の派遣や「みやぎ農場ＧＡＰ取組支援制度」を活用した普及指導員やＪＡ営農

指導員等のＧＡＰ指導員による国際水準ＧＡＰに準じた指導等による支援を

行う。 

ハ 「みやぎ農場ＧＡＰ取組支援制度」を活用し、第三者認証取得後の認証の継続・

更新をしなかった農業者等に対するフォローアップを実施する。 

（２）ＧＡＰ指導員の育成・指導力の向上 

イ 普及指導員やＪＡ営農指導員等に対して、ＪＧＡＰ指導員基礎研修、ＡＳＩＡ

ＧＡＰ基礎差分研修、団体認証研修等の企画・派遣を実施し、国際水準ＧＡＰ

の指導ができるＧＡＰ指導員を育成する。 

ロ ＧＡＰ指導員に対して、現地指導手法の研修会や情報交換会の開催、第三者認



 

 

証ＧＡＰの内部監査や審査への立ち合い等により、ＧＡＰ指導員のスキルアッ

プを図る。 

（３）国際水準ＧＡＰの周知及び認知度向上 

イ 農業高校や大学等の農業関係教育機関における第三者認証ＧＡＰの取得及び

継続・更新を支援し、農業後継者等に対する国際水準ＧＡＰに関する理解を深

める。 

ロ 本県における国際水準ＧＡＰの取組状況や事例等について、県ホームページ等

に掲載するとともに、ＧＡＰ認証取得農場の生産物の販売会やＰＲ活動を実施

し、消費者や実需者に対する国際水準ＧＡＰの取組に関する認知向上を図る。 

 

７ 推進体制 

（１）国際水準ＧＡＰの取組について、県及び関係機関等が一体となった取組を円滑 

に推進するため、「宮城県ＧＡＰ推進会議」を設置する。 

（２）「宮城県ＧＡＰ推進会議」の設置要領については、別に定める。 

 

附則 この方針は、令和６年１２月１日から施行する。 


